
ローカルなマテリアルのデザイン
The Design of Local Materials

地方の人口の過疎化に起因する里山の放置林の増加という問題により、生物多様性喪失など

の環境問題が発生すると言われている。そこで本プロジェクトは、森林に占める割合は半数以

上であるにもかかわらず、総じて固く重いために一般的に利用されづらい樹木である広葉樹の

活用に着目した活動を行うことで、この問題の解決につなげようとしている。

日本を含む世界全体がコロナウイルス感染症に見舞われたことで、国内外のあらゆる移動が

制限された。そうした社会状況は、自分の住む地域に長く滞在することで、改めて地域に根差

した活動として何ができるかを考える良い機会であった。神奈川県に多い広葉樹としてクスノ

キを使ったスツールを制作し、木材の良さが生きるようシンプルに仕上げた。また公共空間で

利用できるベンチがスツールの次のステップになると位置づけ、神奈川県に多いカシ・シイを

使った場合のベンチやテーブルのデザイン案を考え、今後の活動の方向を提案している。青森

県における代表的な広葉樹として果実のなるリンゴなどが挙げられる。青森県のリンゴなどの

広葉樹の果実の捨ててしまう部分、その他ホオ、ブルーベリー、ガマズミ、ブナといった樹木

の葉を染液の素材として再利用し、紙を染めた。発色の細かな違いなども考察した。染めた紙

を使った切り絵を制作することで、芸術を通した発信という一つの方法を示すことができた。

今後の可能性として、スツールや切り絵に関する展示・発表の機会を設け、問題を広く発信

できると考えている。（神奈川県政策提案制度の一環で発表の機会があるので活用したい）ま

た、コロナ禍の外部空間の活用の動きの中で、提案したベンチやテーブルを公共空間に設置す

ること等を考えることで、実際の都市での魅力ある公共空間設計に貢献できると考えている。
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地域に根差した素材の活用
・・・Making use of the materials rooted in local areas・・・


